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新年の

ごあいさつ

　令和５年の年頭にあたり、ご挨拶を申し上げます。

　町民の皆様、新年あけましておめでとうございます。
　町民の皆さまにおかれましては、輝かしい新春を健やかにお迎えのことと、心からお喜び申し上げま
す。平素は本町の議会運営に対しまして、格段のご理解とご協力、ご支援を賜り、議員一同、深く感謝
とお礼を申し上げます。
　昨年４月の町議会議員選挙により、16 人の議員が選出され、５月には、新しい役員人事も確立され、
議会がスタートしました。議会は、町長と同じく選挙で選ばれた町民の代表機関として二元代表制の一
翼を担うものであることを自覚し、常に町民に開かれた議会をめざすとともに、町民参加を基本とする
議会運営を進めていきます。議員は、町政全般の課題と町民の意見などを的確に把握し、自らの資質向
上に努め、町民に選ばれたものとして職責を果たしてまいります。
　与謝野町には、人口減少や少子高齢化などの問題をはじめ、さまざまな課題が残されています。人口
減少においては、持続可能な社会の実現を目指し、新たな産業の創出も見据えた産業振興や、それに伴
う基盤整備、企業立地、道路交通網の整備、生活環境の整備、保健・福祉の充実、教育振興、地域医療
や地域交通の確保等はもちろんのこと、移住・定住・地域間交流の促進や地域社会の担い手の育成のた
めの基盤づくり等、ヒト・ モノ・カネが流入し、地域を循環する仕組みの構築が重要になります。縮小
する社会においても人や地域が輝き、老若男女がいきいきと暮らせる与謝野町であり続けることが求め
られています。今後も議員一人一人が探求に努めながら、しっかりとした議論を重ね、町民の皆さまに
寄り添った身近に感じられる町議会を目指すとともに、議会基本条例に掲げている「町民が安心して生
活できる豊かなまちづくりの実現」に一層努力していかなければならないと思う次第です。町民の皆さ
まとともに与謝野町の未来に向かって、持続可能な町を実現するために努力いたします。町民の皆さま
には、今後ともより一層のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　町民の皆さまにとりまして、本年が大きく飛躍する年となり、明るい一年となりますよう、心よりご
祈念申し上げ、新年のごあいさつといたします。

議 長　宮﨑 有平　

内
容
説
明

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
５
８
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
1
2
3

億
２
千
６
４
３
万
円
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
主
な
歳
入
の

内
容
は
、
普
通
交
付
税
３

千
7
0
0
万
円
の
増
、
自
立

支
援
給
付
事
業
負
担
金
３
千

5
2
5
万
円
の
増
、
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
等
４
千
5
0
0
万
円
の
増

額
等
で
あ
る
。
主
な
歳
出
の

内
容
は
、
電
気
料
金
高
騰
等

に
伴
う
公
共
施
設
の
光
熱
水

費
３
千
7
6
7
万
円
の
増
、

自
立
支
援
給
付
事
業
８
千

3
5
1
万
円
の
増
、
通
学
路

等
整
備
工
事
費
４
千
万
円
の

増
額
等
で
あ
る
。

　

５
名
の
議
員
が
質
疑
を
行

い
、全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

12
月
定
例
会
の
よ
う
す

　

12
月
定
例
会
は
１
日
か
ら
19
日
ま
で
の
19
日
間
開

催
さ
れ
た
。
条
例
案
件
13
件
、
指
定
管
理
者
案
件
６

件
、
専
決
処
分
２
件
、
契
約
案
件
１
件
、
そ
の
他
２

件
、
補
正
予
算
８
件
の
都
合
32
件
の
議
案
を
審
議
し

た
。

　

一
般
質
問
で
は
15
名
が
、
町
政
の
課
題
や
考
え
方

な
ど
各
議
員
の
提
案
な
ど
を
含
め
議
論
し
た
。

　

本
会
議
で
は
機
構
改
革
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
公
共
下
水
道
使
用
料
条
例

の
一
部
改
正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
質
疑

が
集
中
し
、
下
水
道
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
を
含

む
３
件
と
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
は
賛
成
少
数
で
否
決
し
た
。

問　

第
２
分
団
消
防
車
庫
詰

所
造
成
工
事
は
３
千
万
円

予
算
を
立
て
た
が
、
１
千

2
0
0
万
円
程
度
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
か
。

防
災
課
長　

擁
壁
な
ど
一
部

を
省
き
１
千
7
0
0
万
円
程

度
余
裕
が
出
た
。

髙
岡
伸
明

問　

予
算
を
立
て
る
と
き
も

う
少
し
検
討
す
べ
き
で
は
。

防
災
課
長　

そ
の
と
お
り

だ
。
精
度
を
上
げ
た
要
求
を

し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

予
算
計
上
は
し
っ
か
り
と

　

11
月
臨
時
会
は
７
・
８
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
を
審
議
し
た
。

　

補
正
予
算
第
４
号
は
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
２
億
５
千
９
１
１
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
１
２
１
億
２
千
８
５
万
円
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
大
切
井
堰
改
修
工
事
費
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
に
つ
い
て
で
あ
り
全
員
賛
成

で
可
決
し
た
。

11
月
臨
時
会
の
よ
う
す

造成工事の現地

一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号
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で
あ
り
統
括
と
し
て
対
応

す
る
こ
と
に
な
る
。

問　

総
務
課
長
は
室
に
対

し
て
指
示
は
出
さ
な
い
の

か
。

総
務
課
長　

指
示
内
容
に

つ
い
て
は
総
務
課
長
も
掌

握
し
て
い
る
。
室
長
と
の

連
携
に
よ
る
対
応
が
あ
る
。

問　

物
価
高
騰
、
電
気
代

高
騰
等
を
考
え
る
と
今
で

は
な
い
と
思
う
が
。

町
長　

持
続
可
能
な
下
水

道
の
整
備
等
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
で
生
活
の
下
支
え

に
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
生

活
支
援
、
経
済
的
な
事
業

者
支
援
等
も
含
め
た
形
で

支
援
す
る
こ
と
で
、
原
理

原
則
に
戻
っ
て
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

問　

町
民
説
明
会
資
料
で

は
、
府
に
支
援
を
要
望
す
る

と
あ
る
。
下
水
処
理
負
担
金

へ
の
府
の
支
援
は
ど
れ
だ
け

か
。

上
下
水
課
長　

軽
減
さ
れ
た

額
は
年
間
５
５
０
万
円
。

問　

思
っ
た
よ
り
少
な
い
。

府
が
も
っ
と
支
援
を
す
る
べ

き
。
府
が
追
加
支
援
し
た
後

で
、
引
上
げ
額
を
決
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
人
口
減
少

で
使
用
料
収
入
が
減
っ
て
い

る
こ
と
が
原
因
と
説
明
が

あ
っ
た
。
人
口
減
少
は
町
民

責
任
で
な
い
。
人
口
減
少
が

少
な
い
平
成
30
年
度
を
基
準

に
し
て
算
定
す
る
べ
き
。

上
下
水
課
長　

直
近
の
令
和

3
年
度
の
実
績
で
算
定
し

た
。

問　

審
議
会
答
申
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
熟
考
の
う
え
、
改
定

す
る
べ
き
と
あ
る
。
コ
ロ
ナ

と
物
価
高
騰
で
大
変
な
の

に
、
町
財
政
負
担
軽
減
の
た

め
経
済
状
況
が
悪
く
て
も
、

見
切
り
発
車
す
る
と
い
う
こ

と
か
。

町
長　

経
済
活
動
の
制
限
は

無
く
な
っ
て
い
る
。
生
活
状

況
は
、
不
安
は
あ
る
も
の

の
、
数
字
上
か
ら
み
て
安
定

し
て
い
る
。

問　

コ
ロ
ナ
融
資
の
返
済
が

は
じ
ま
る
。
返
済
出
来
な
い

事
業
所
が
出
る
の
で
は
。

商
工
課
主
幹　

町
金
融
懇
談

会
で
は
、
返
済
が
き
び
し
い

業
者
も
あ
る
と
い
う
情
報
。

問　

国
で
は
経
済
対
策
の
補

正
予
算
が
成
立
し
た
。
国
も

き
び
し
い
経
済
情
勢
と
い
う

認
識
。
こ
ん
な
時
に
引
上
げ

は
避
け
る
べ
き
。

町
長　

今
後
安
定
し
て
運
営

す
る
た
め
に
は
、
負
担
増
を

お
願
い
す
る
し
か
な
い
。

和
田
裕
之

課
長
職
の
在
り
方

計
画
が
甘
す
ぎ
る

山
﨑
良
磨

家
城　

功

機
構
改
革
は
何
の
た
め
に

問　

機
構
改
革
す
る
こ
と
で

の
町
民
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
。

総
務
課
長　

住
民
税
務
課
に

な
る
こ
と
で
、
各
庁
舎
で
住

民
が
税
の
相
談
が
可
能
と
な

る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問　

課
の
中
に
室
を
置
き
室

長
を
主
幹
以
上
と
す
る
こ
と

で
課
長
級
を
配
置
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
は
問
題

問　

機
構
改
革
後
の
姿
が
全

く
見
え
な
い
が
。

町
長　

疑
問
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
機
構
改
革
を
行
い

よ
り
効
果
的
に
政
策
を
実
現

し
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
に

努
め
て
い
く
。

だ
。
機
構
改
革
に
よ
っ
て

18
課
か
ら
14
課
に
な
っ
た

が
室
長
に
課
長
級
を
置
け

ば
、
実
質
課
長
職
は
１
名

し
か
減
ら
な
い
。

副
町
長　

極
力
、
室
長
に

は
主
幹
級
を
配
置
す
る
よ

う
に
す
る
。

問　

町
民
は
勿
論
、
職
員

に
も
形
が
描
け
る
こ
と
の

で
き
る
進
め
方
を
約
束
で

き
る
か
。

町
長　

責
任
を
も
っ
て
戸

惑
い
の
な
い
進
め
方
を
す

る
。

問　

機
構
改
革
の
目
的
、
い

わ
ゆ
る
何
の
た
め
に
さ
れ
、

何
の
た
め
に
や
り
た
い
の

か
、
そ
の
点
を
明
確
に
聞

き
た
い
。

町
長　

選
挙
で
７
つ
の
柱

で
構
成
す
る
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
施
策
を
強
力
に
推

進
し
た
い
と
の
思
い
で
提

案
し
た
。

問　

そ
れ
も
大
事
だ
が
、

機
構
改
革
に
よ
っ
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
。
住
民

環
境
課
と
税
務
課
が
一
つ

に
な
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ

ス
が
向
上
す
る
と
理
解
し

て
良
い
の
か
。

町
長　

加
悦
庁
舎
の
税
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
機
能
を
野
田

川
、
岩
滝
庁
舎
に
展
開
す

る
こ
と
で
、
住
民
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
。

機
構
改
革
に
伴
う
条
例
変
更

公
共
下
水
道
使
用
料
の
改
正

内
容
説
明

内
容
説
明

　

現
在
の
役
場
組
織
を
編
成
す
る
18
課
を
再
編
し
、
14

課
と
す
る
た
め
に
上
程
さ
れ
た
条
例
改
正
案
で
あ
る
。

再
編
後
に
は
住
民
税
務
課
、
農
林
環
境
課
、
産
業
観
光

課
が
課
と
し
て
立
ち
上
が
り
、
総
務
課
に
2
室
、
農
林

環
境
課
に
1
室
の
室
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

下
水
道
事
業
の
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
を
構
築
す
る

た
め
、
下
水
道
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
提
案

で
あ
る
。
与
謝
野
町
上
下
水
道
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

き
、
平
成
29
年
度
以
来
と
な
る
下
水
道
使
用
料
の
平
均

13
・
１
％
の
値
上
げ
の
提
案
で
あ
っ
た
が
、
賛
成
少
数

で
原
案
を
否
決
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
、
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
も
同
様

の
理
由
で
提
案
さ
れ
た
が
、
賛
成
少
数
で
原
案
を
否
決

し
た
。

髙
岡
伸
明

今
井
浩
介

三
田
義
幸

永
島
洋
視

総
務
課
長
の
指
示
は
聞
く
の
か

な
ぜ
今
な
の
か

下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
説
明
会

引
上
げ
は
避
け
る
べ
き

問　

総
務
課
の
中
に
防
災

危
機
管
理
対
策
室
と
財
産

活
用
・
契
約
室
が
入
っ
て

い
る
。
指
示
系
統
は
ど
う

な
る
の
か
。

総
務
課
長　

町
長
、
副
町

長
か
ら
特
命
事
項
と
し
て

指
示
が
あ
る
。

問　

総
務
課
の
課
長
の
立

場
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

総
務
課
長　

防
災
危
機
管

理
対
策
室
の
動
き
も
所
管

問　

答
申
の
内
容
も
理
解

し
て
い
る
。
将
来
や
る
べ
き

と
も
思
っ
て
い
る
が
、
な

ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

値
上
げ
な
の
か
。

町
長　

こ
の
間
、
生
活
支

援
、
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
き
た
。
公
共
料
金
の
収

納
状
況
、
所
得
も
上
昇
傾

向
。
改
定
を
し
て
も
大
丈

夫
と
判
断
し
た
。

問　

令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
の
下
水
道
使
用
料
の

値
上
げ
説
明
会
７
会
場
で

の
参
加
人
数
（
住
民
の

方
々
）
は
、
知
遊
館
７
名
、

元
気
館
４
名
、
四
辻
公
民
館

７
名
、
三
河
内
公
民
館
５

名
、
下
山
田
公
民
館
11
名
、

岩
屋
公
民
館
５
名
、
石
川

農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

が
13
名
だ
が
、
こ
の
説
明

会
参
加
人
数
に
つ
い
て
上

下
水
道
課
長
の
感
想
は
。

上
下
水
課
長　

回
覧
板
や

有
線
テ
レ
ビ
又
は
音
声
告

知
な
ど
で
周
知
徹
底
し
た

が
公
共
料
金
の
説
明
会
と

い
う
事
で
、
足
を
運
ん
で
頂

け
る
方
々
が
少
な
か
っ
た

の
は
事
実
。
ど
う
し
て
も
仕

事
な
ど
で
来
れ
な
か
っ
た

人
達
が
い
た
。
今
後
、
こ

の
様
な
説
明
会
を
す
る
時

に
は
、
多
く
の
住
民
の
皆

様
方
に
参
加
し
て
頂
け
る

様
に
、
改
め
て
広
報
方
法

や
告
知
の
仕
方
に
つ
い
て

考
え
る
。

問　

町
長
に
対
し
て
も
同

様
に
、
説
明
会
参
加
人
数
に

つ
い
て
の
感
想
を
求
め
る
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場

で
見
込
み
よ
り
も
少
な

か
っ
た
と
い
う
状
況
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
各

広
報
媒
体
な
ど
を
通
じ
住

民
の
皆
様
方
に
も
告
知
し

た
が
、
結
果
的
に
参
加
人

数
が
伸
び
な
か
っ
た
の
は
、

す
な
わ
ち
、
こ
の
料
金
改

定
に
お
い
て
住
民
の
皆
様

方
に
対
し
て
、
ま
だ
ま
だ

情
報
提
供
が
出
来
て
い
な

い
と
い
う
事
を
意
味
す
る

と
認
識
し
て
い
る
。
ま
ず

は
議
員
の
皆
様
方
に
、
こ

の
案
件
を
可
決
し
て
頂
き
、

そ
の
後
で
住
民
の
皆
様
方

に
対
し
て
、
周
知
徹
底
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

機構改革に伴う課等の統廃合

新設する課
課務税民住課務税
課境環林農課全安災防
課光観業産課境環民住

みの更変称名※ 課計会課林農
商工振興課 課内特命室

）課境環林農（室策対化暖温球地課流交光観
）課務総（室策対理管機危災防ータンセVTAC

）課務総（室約契・用活産財室計会

1局1室1センター15課
18課等体制

統廃合する課等

1局13課
14課等体制



67 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

野
村
生
八

家
城　

功

和
田
裕
之

家
城　

功

問　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高

で
、
町
民
の
暮
ら
し
が
大
変

で
、
町
も
支
援
し
て
い
る
時

に
、
大
幅
な
値
上
げ
で
負
担

を
増
や
す
事
は
、
す
る
べ
き

で
は
な
い
。
町
へ
の
信
頼
も

失
う
こ
と
に
な
る
。
住
民
説

明
会
の
資
料
で
は
、
今
後
人

口
が
減
り
、
使
用
料
収
入
が

減
る
の
で
、
赤
字
額
が
増
え

る
か
ら
値
上
げ
が
必
要
と
あ

る
。
し
か
し
、
町
の
資
料
で

問　

今
回
の
使
用
料
改
定
は

た
だ
単
に
運
営
費
が
足
り
な

い
か
ら
だ
け
の
値
上
げ
で
は

な
く
、
将
来
負
担
を
も
見
据

え
た
上
で
の
改
定
で
は
な
い

の
か
。

町
長　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

問　

そ
の
部
分
も
含
め
説
明

不
足
で
は
。
熱
意
が
な
い
。

問　

下
水
道
使
用
料
の
改
定

い
わ
ゆ
る
値
上
げ
と
、
福
祉

減
免
制
度
、
つ
ま
り
生
活
困

窮
者
へ
の
対
応
は
セ
ッ
ト

だ
。
制
度
は
要
綱
で
定
め
申

請
で
減
額
さ
れ
る
が
、
昨
今

の
厳
し
い
経
済
情
勢
で
、
減

額
率
は
柔
軟
に
対
応
す
べ
き

問　

手
数
料
を
改
定
す
る
と

町
民
負
担
は
増
え
る
の
に
、

な
ぜ
伊
根
町
か
ら
の
受
け
入

れ
に
は
改
正
が
な
い
の
か
。

意
味
が
分
か
ら
な
い
。

町
長　

協
定
に
よ
る
も
の
。

し
か
し
改
定
は
可
能
で
あ
る

の
で
同
時
に
進
め
る
。

も
収
入
の
減
は
僅
か
し
か
な

い
。
理
由
は
他
に
あ
る
。

上
下
水
課
長　

分
か
り
や
す

い
代
表
的
な
例
と
し
て
使
用

料
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
他

に
令
和
6
年
度
で
終
了
す
る

高
資
本
費
の
繰
入
金
や
資
本

費
平
準
化
債
の
減
少
が
あ

る
。

町
長　

独
立
会
計
で
、
使
用

料
で
賄
う
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

説
明
責
任
を
し
っ
か

り
と
果
た
し
て
進
め
る
。

だ
。

上
下
水
課
長　

制
度
利
用
者

が
少
な
い
と
、
制
度
が
あ
っ

て
も
中
身
が
な
い
た
め
、
状

況
を
注
視
す
る
。

問　

山
添
電
気
が
指
定
管
理

者
に
入
っ
た
が
メ
リ
ッ
ト
は

何
か
。

観
光
課
長　

修
繕
が
緊
急
対

応
で
き
る
。
来
客
対
応
も

し
っ
か
り
と
で
き
る
。

問　

20
万
円
を
超
え
る
場

合
、
入
札
に
な
る
。
そ
の
時

山
添
電
気
も
参
加
で
き
る

か
。

観
光
課
長　

指
名
競
争
入

札
・
一
般
競
争
入
札
に
山
添

電
気
が
入
れ
な
い
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。

問　

公
平
性
と
い
う
面
に
お

い
て
は
ど
う
な
る
か
。

観
光
課
長　

金
額
に
よ
る
が

A
級
が
入
る
。
町
内
2
社
で

あ
り
、
公
平
公
正
に
行
う
。

問　

福
祉
の
ま
ち
と
し
て
健

康
な
人
が
増
え
れ
ば
赤
字
で

も
良
い
と
思
う
が
、
修
繕
は

年
間
５
千
万
円
、
指
定
管
理

料
は
３
千
６
０
０
万
円
か
か

る
。
収
入
を
見
て
も
年
間

４
千
万
円
以
上
赤
字
と
な
る

が
、
そ
れ
で
も
必
要
な
施
設

な
の
か
。
計
画
が
必
要
。

副
町
長　

多
額
の
町
費
を
費

や
し
て
良
い
か
は
議
論
が
あ

る
と
思
う
。
指
定
管
理
と
し

て
指
定
し
て
も
民
間
活
力
を

問　

指
定
管
理
に
つ
い
て
は

施
設
の
方
向
性
や
行
政
の
考

え
の
構
築
、
ま
た
審
査
方
法

も
含
め
大
幅
な
改
善
が
無
け

れ
ば
、
ど
ん
な
案
件
で
も
賛

成
は
で
き
な
い
と
申
し
上
げ

改
善
の
約
束
を
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
何
も
変
わ
っ
て
い
な

い
し
、
改
善
も
さ
れ
て
い
な

い
。
町
民
の
財
産
で
あ
る
公

探
っ
て
い
く
こ
と
と
、
５
年

間
が
担
保
で
き
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
は
指
定
管
理
者
に

承
知
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問　

町
の
意
向
で
行
っ
た
大

規
模
改
修
に
お
い
て
、集
客
、

若
者
世
代
の
利
用
増
、
観
光

客
誘
致
な
ど
の
実
効
性
が
計

画
も
無
い
し
見
え
な
い
。

町
長　

次
期
指
定
管
理
期
間

の
中
で
民
間
へ
の
施
設
売
却

も
含
め
た
形
で
議
論
し
て
い

き
た
い
。

共
施
設
の
管
理
運
営
は
町
民

の
理
解
と
納
得
の
い
く
形
で

な
け
れ
ば
ダ
メ
。

総
務
課
長　

様
々
な
協
議
は

し
た
上
で
微
調
整
に
な
る
が

改
善
も
し
て
き
た
。

町
長　

協
議
は
し
て
い
る
が

更
な
る
協
議
を
重
ね
、
制
度

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
再
認
識
を
し
た
。

下
水
道
会
計
正
し
い
説
明
を

説
明
が
で
き
て
い
な
い

下
水
道
使
用
料
の
改
定

格
差
を
な
く
す
こ
と

入
札
時
の
公
平
性
は
ど
う
か

施
設
管
理
計
画
が
ず
さ
ん

何
も
し
て
い
な
い
こ
と
が
ダ
メ

髙
岡
伸
明

今
井
浩
介

家
城　

功

廃
棄
物
処
理
及
び
清
掃
条
例
改
正

髙岡伸明（日本共産党与謝野町議員団）
　
「町民生活を圧迫する」

　下水道使用料の引上げは経済状況が改善していない中、見切り発車と言わざるを得ない。
コロナと物価高騰で大変な状況下で公共料金を引上げることは、生活苦・経営苦に追い打ち
をかける事になる。下水道使用料の引上げは、町民生活を圧迫することにしかならないと判
断し、引上げ議案に反対する。議案 99 号農業集落排水処理施設条例の一部改正、議案 100
号廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正についても同様の理由から反対を表明して
反対討論とする。

反対討論

杉上忠義
　
「町民の暮らしを第一に」

　コ ロナ感染拡大が心配される年末の中、防衛費の大幅増額による増税問題が連日、新聞、
テレビなどで大きく報道されている。高齢者は介護保険、国保の値上げが心配される。「10
年前の国民負担率」として、国民所得に占める税・社会保険負担は 30% である。それが昨
年は 48% までになっていると経済評論家は語っている。どうか、本町においても、コロナ
感染などの社会状況、物価高騰が落ち着くかなどをよく見極めて、下水道使用料改定を検討
することを切にお願いする。

反対討論

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

内
容
説
明

　

町
の
施
設
を
運
営
管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
選
定
す

る
議
案
６
件
が
提
案
さ
れ
た
。

◦
岩
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー   

◦
幾
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

◦
石
川
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー   

◦
加
悦
生
産
物
販
売
施
設

◦
旧
加
悦
町
役
場
庁
舎   

◦
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
　

が
内
訳
で
あ
る
。

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
は
賛
成
少
数
で
否
決
、
そ
の
他
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。



9 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 8※ 原稿はすべて本人が提出しています。

家城　功
　
「議案第 102 号から 107 号について」

　本案件を含む、指定管理者の指定についての議案合計６件について、以前から改善の約束

をしていた「施設に対するあらゆる角度からの議論」「それに対する結論」「提出資料の不十

分さ」「審査の基準やあり方」などに、一定の協議と微調整があったものの、何ら改善には

至ってないと感じている。それぞれの施設の提出案件内容や指定管理先などについての異論

以前の問題として、指定管理の指定案件合計６件すべてに対して反対するものである。

反対討論

渡
邉
貫
治

野
村
生
八

和
田
裕
之

問　

Ｄ
Ｙ
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝

運
営
共
同
体
と
は
何
か
。

観
光
課
長　

株
式
会
社
ド
ル

フ
ィ
ン
と
株
式
会
社
山
添
電

気
と
の
Ｊ
Ｖ
（
共
同
企
業

体
）
で
割
合
は
五
分
五
分
で

あ
る
。
ド
ル
フ
ィ
ン
に
は
今

ま
で
と
同
じ
く
施
設
の
運
営

を
、
山
添
電
気
に
は
電
気
と

設
備
の
管
理
を
と
い
う
提
案

で
あ
る
。

問　

山
添
電
気
に
ク
ア
ハ
ウ

問　

今
回
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝

の
指
定
管
理
料
を
大
幅
に
増

や
す
提
案
の
根
拠
と
な
る
資

料
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
。

安
易
な
提
案
で
理
解
で
き
な

い
。
指
定
管
理
者
の
募
集
要

項
で
は
観
光
振
興
の
促
進
と

あ
る
が
、
指
定
管
理
者
候
補

者
が
示
し
た
事
業
概
要
な

ど
、
何
処
に
も
観
光
振
興
は

な
い
。
こ
の
内
容
で
選
定
し

た
事
も
理
解
で
き
な
い
。
ク

ア
ハ
ウ
ス
を
観
光
施
設
と
し

問　

㈱
ド
ル
フ
ィ
ン
と
㈱
山

添
電
気
の
共
同
体
に
よ
る
も

の
だ
。
ど
う
い
う
思
い
で
山

添
電
気
は
手
を
あ
げ
ら
れ
た

の
か
。

観
光
課
長　

地
元
企
業
と
し

て
力
に
な
り
た
い
、
広
告
塔

と
し
て
担
い
た
い
と
い
う
思

い
。

問　

保
守
・
修
繕
面
で
大
い

ス
岩
滝
の
電
気
、
設
備
を
持

た
せ
て
、
Ａ
級
２
社
に
お
け

る
入
札
に
参
加
さ
せ
て
も
大

丈
夫
か
。

観
光
課
長　

公
平
性
は
保
て

る
と
考
え
て
い
る
。

副
町
長　

入
札
に
関
し
て
は

疑
念
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
公
平
性
を
保
ち
実
施
し

て
い
く
。

て
誘
客
に
努
め
る
事
は
、
費

用
対
効
果
は
少
な
い
。
一
旦

直
営
に
し
、
町
民
の
健
康
増

進
施
設
と
し
て
運
営
す
る
べ

き
だ
。

町
長　

こ
の
施
設
は
町
直

営
で
は
運
営
は
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
誘
客
を
図
り
な
が

ら
、
保
健
施
設
と
し
て
も
運

営
す
る
た
め
に
、
赤
字
分
を

補
填
し
て
指
定
管
理
を
続
け

て
い
く
た
め
の
提
案
。

に
力
と
な
り
心
強
い
と
私
は

思
う
。
一
方
、
㈱
ド
ル
フ
ィ

ン
は
売
上
向
上
に
努
力
が
必

要
。
意
気
込
み
や
決
意
は
。

観
光
課
長　

観
光
客
も
増
や

し
利
用
者
を
増
や
し
た
い
と

い
う
力
強
い
言
葉
が
あ
っ

た
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝

保
健
施
設
に
見
直
し
継
続
を

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
方
向
性

クアハウスの今後は

議員名
　

　議　案

反
　
対
：
賛
　
成

杉
上
　
忠
義

田
　
史
郎

野
村
　
生
八

髙
岡
　
伸
明

浪
江
　
秀
明

渡
邉
　
貫
治

今
井
　
浩
介

山
㟢
　
政
史

河
邉
新
太
郎

永
島
　
洋
視

三
田
　
義
幸

安
達
　
種
雄

家
城
　
　
功

和
田
　
裕
之

山
﨑
　
良
磨

宮
㟢
　
有
平

機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 13：２ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ー
与謝野町公共下水道使用料条例の一部改正について ７：8 × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ー
与謝野町農業集落排水処理施設条例の一部改正について 7：8 × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ー
与謝野町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 7：8 × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ー
岩滝ふれあいセンターの指定管理者の指定について 13：2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ー
与謝野町幾地コミュニティ広場の指定管理者の指定について 13：2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ー
与謝野町石川農業構造改善センターの指定管理者の指定について 13：2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ー
加悦生産物販売施設の指定管理者の指定について 14：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ー
旧加悦町役場庁舎の指定管理者の指定について 14：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ー
クアハウス岩滝の指定管理者の指定について 6：9 × × × × × ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ × ー
インボイス制度の実施の延期・見直しを求める意見書（案） 11：4 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ー

○印は賛成	 ×印は反対	

（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、 議案の賛否を決定します）
賛否の分かれた議案のみ掲載

12 月定例会　賛否一覧

山﨑　良磨
　
「運営の方向性を考える時」

　まず費用対効果を考えた際に指定管理の理念から逸脱した、一向に減少の方向をみせない
管理料は認めがたいと考える。
　時代が変わり、今後の与謝野の人口・税収を鑑みた時に、運営の方向性を考えるときにき
たと思われる。先に、指定管理を廃止したリフレ、ユースセンターとともに収益施設の在り
方として、運営を検討する機会であると提言し、反対討論とする。

永島　洋視（日本共産党与謝野町議員団）
　
「クアハウスこそ経営改善を」

　クアハウスは最高時に比べ利用者は 79％、利用料も 67％と大幅減。半面指定管理料は
１４７％に増加。リフレは横ばいもしくは増なのに、指定管理料は据置きで増額要望も聞い
てもらえず町直営になった。
　ユースセンターも町直営になる。クアハウスこそ町直営にして経営改善するべき。
　今回提案の指定管理料８００万円の増額は、対応に差がありすぎる。クアハウスだけ特別
扱いは認められない。

反対討論

反対討論



議会懇談会・町からの
回答一覧

　今年度も議会懇談会を無事に開催することができました。懇談会でいただいた議会と
行政に対する質問や要望について、回答を掲載します。

与謝野町

質問・意見・要望等 回　答　( 対　応）

中学の自転車通学について自転車の指定があるのかどうか。補助
があるのか。小学生と共にバス通学できる仕組み作りが必要では
ないか。

➡ 自転車の指定も補助もありません。 
バス通学については、地域格差が出ないように提案していきたい。

障がい者施設で勤務する利用者が、バスで通勤している。便数が
減り困っておられる。町民の交通手段の確保・利便性の向上のた
めにも声をあげてほしい。

➡
オンデマンドタクシーの実証実験をして町としも住民の交通手段
の確保に取組んでいる。民間のバス・タクシー会社との協議し合
意してもらえるよう取組んでます。

与謝小学校が閉校し活用委員会があるが、機能しているのか疑問。
未来を見据えた活動をしてほしい。町としても本気度が足りず進
み方がゆっくりだと感じる。

➡
産業建設環境常任委員会で、福知山など先進地の閉校後の取組み
の視察を行います。 
全国で 8,500 校ほど廃校があるなかで、議員も勉強し提案してい
きたい。

リフレかやの里の今後の存続のかたちが不安に感じる。 ➡ 今まで通りの活用を目指して農福連携を軸に協議を行っています。

リフレの現状はどうなっているのか。 ➡ 議会だより第 66 号で、3 人の議員が質疑した記事が出ます。ご
一読願いたい。町長は存続を認めました。

政策立案などが分からない。政策提案をどのようにやって反映さ
れているのか。 ➡ 議会審議の中で政策提言を行っています。

議員とは地域の代表者ではなく、与謝野町全体としての議員であ
る。選挙以外では顔が見えない。町全体の議員として活動をされ
ているのか疑問である。

➡ 様々な場所で、要望を聞き行政につなげています。

各議員の選挙公報のマニフェストの中間報告が必要ではないか。 ➡ 各議員が個人の判断で行うべきだと思います。

議会での質問において、事前に調べておくことをしていない議員
が多いように思う。 ➡ ご意見として受け止めさせていただきます。

総合計画の後期計画が策定中であるが、議員も参加するべきでは
ないか。 ➡

議会とは、理事者から提出された議案を住民の立場で検証をしな
がら質疑をして、賛否の判断をする立場にあると考えています。 
理事者が作るものに事前に議員が参加し意見を組み込むと反対で
きなくなるという点から、違うのではないかと考えます。

町や地域に見合った様々な提案をしていただき、理事者側と受け
答えをし、より良い町にしていただきたい。 
議会は討論の場であり、質問ではなく質疑・討論をしていただき
たい。中身、意味のある議会にしていただきたい。

➡ ご意見として受け止めさせていただきます。

8 年前の町長選挙で現町長は給与削減と退職金の返納を掲げられ
たが、何も変化がない。当時の議会の同意が得れなかったと聞い
たが、議会は賛同するべきではないか。

➡ ご意見として受け止めさせていただきます。

下水道使用料の値上げには反対だ。 ➡ 答申書を受け、2 段階の値上げの説明を現在、町が各地域で行っ
ています。議案が提出された際にはしっかりと審議致します。

女性議員がいないのは問題だ。 ➡ 出馬する個人の意思が重要でありますが、参画していただきたい
思いです。

宮津市に比べ議員の数が多い。 ➡ ご意見として受け止めさせていただきます。

Q A

11 10※ 原稿はすべて本人が提出しています。

インボイス制度の実施の延期・見直しを求める意見書（案）

提出者　和田　裕之

　令和５年１０月からはじまるインボイス制度は、消費税率変更を伴わない増税策である。各
種団体の会員やフリーランス、一人親方などを含む、中小零細業者に多大な負担を求める制度
であり、「多様な働き方」は成り立たなくなる恐れがある。
　当町、与謝野町に於いては、織物業および農業が基幹産業となっている。
　特に織物業に於いては、その大半が高齢（平均年齢は７０歳以上）の出機（賃加工業者）であり、
いわゆる高齢者に対して、インボイスにより新たに消費税事務手続きを強いることは、困難と
言わざるを得ない。
　また、年間工賃（総売上）は１，０００万円以下で、ほとんどが消費税免税事業者となって
おり、親機（加工委託者）が出機の消費税分を負担しなければならない事態もあり、このまま
では、出機業者のかなりの方が、廃業を選択される恐れがあると懸念している。
　このように、年間売上１，０００万円以下の消費税免税事業者を取引から排除しかねない制
度は、事業者の取引慣行を壊し、免税制度を実質的に廃止するものである。
　本年７月末時点でのインボイス登録は対象者の７％強に留まり、その多くが「インボイス自
体を知らない」、「対応に踏み切れない」などといった状況である。
　こうした下で、予定通りインボイス制度を実施すれば、大きな混乱が起こることは火を見る
より明らとなっている。
　インボイス制度の延期、見直しを強く要望する。

髙岡　伸明（日本共産党与謝野町議員団）
　
「廃業を考える事業所増」

　インボイスを契機に、廃業を考えている事業者が増加していると思われる結果が出ている。
日本共産党は一貫して、インボイス制度の中止を求めている。意見書（案）は、延期・見直し
であり不十分さを感じているが、一人でも多くの声を国に届けることを最優先にするべきと
判断をし、内容の強弱はあっても意見書（案）に賛成する。党創立 100 年どんな迫害にもひ
るまず一貫して弱者の立場に立って活動してきた日本共産党だからこその判断であるという
ことを申し上げて賛成討論とする。

河邉　新太郎
　
「消費税は全世代型の社会保障の財政的基盤」

　意見書（案）第２号は消費税インボイス制度の実施中止を求める内容であり、公正な納税環
境の整備の推進を妨げるものである。納税の公平性を担保することは、国・市町村において
も大変重要な事であり国民との相互の信頼関係こそが政治・行政の基本である。消費税は、
全世代型の社会保障の財政的基盤である。消費税のインボイス制度の実施を中止することは、
消費税の否定につながることであり、よって意見書（案）に反対する理由とする。

賛成討論

反対討論

賛成多数で
可決

▲ 議　会　懇　談　会 ▲
※紙面の都合上、意見書（案）は一部修正し掲載しています。



質問・意見・要望等 回　答　( 対　応）

議員定数を減らす必要はないが、議員手当は減らして欲しい。 ➡ ご意見として受け止めさせていただきます。

議員定数を増やし、報酬も増やすべきでは。 ➡ ご意見として受け止めさせていただきます。

女性の候補者や多くの候補者が出やすい選挙にしていただきたい。 ➡ ご意見として受け止めさせていただきます。

シルクプロジェクトの現状は、どうなっている。 ➡ 2020 年の 3 月議会において、シルクプロジェクトの予算が議会
において否決された以降は、民間で実施している状況です。

野田川中央施設のこども園問題について、在り方検討委員会、デ
ザイン会議、マネジメント委員会が立ち上がっているが総括でき
ていない。

➡
在り方検討委員会の出した結論は白紙撤回です。デザイン会議、
マネジメント会議は現在継続中で総括する段階ではないと思われ
ます。

滝地区等の未整備の自転車道へ防犯灯の設置をお願いしたい。 ➡ 年々少しずつだが設置箇所は増やしている状況です。

大江山運動公園グラウンドのテニスコートのナイターの電球がは
ずれているが、どうなっているのか。 ➡

老朽化の中で、町でナイター設備のあるテニスコートは岩滝地区
に集約されました。使用者の同意を得ているとの報告を受けてい
ます。

マイナンバーの各市町村の取得率が交付税に影響するのは事実か。 ➡ 自治体が国の事業を請け負う中で、取得率が多い自治体が交付税
を多く配布される可能性は大いにあると思われます。

コロナワクチンは打つべきではないと考えるが。 ➡ 接種は義務ではないので、各個人や家庭で考え話し合い対応して
もらえればと思います。

スピード感を持って行財政改革を進めるべきだ。結果、住民のサー
ビスが低下しても仕方がない。 ➡ ご意見として受け止めさせていただきます。

高齢化社会をどうするかが課題だ。福祉、支え合いタクシーの現
状は？ ➡ 既定のバス路線がある中で、町は参入しにくい状況です。乗合タ

クシーが現実的だが、民間の業者との調整が課題です。

下水道使用料の改定の際には福祉減免制度の設立をお願いしたい。 ➡ 福祉減免制度は説明会において、町が提案している事案ですので
議案が上程された際には、議論の１つになると考えます。

後期高齢者の医療の 2 割負担の影響は、どれくらいあるのか。 ➡ 京都府下においては全体の 20％、当町においては９％の方に影
響があるかと思われます。

給食センター新築の進捗状況を教えていただきたい。 ➡ 議会での質疑の中で、令和 8 年に供用開始と教育委員会は答弁し
たが、財政的にも計画は難しい状況です。

福祉の話が進んでいないように感じる。 ➡ ご意見として受け止めさせていただきます。

台風 14 号の際に避難所を開設しなかったが問題であったと思う。 ➡ 行政に伝えますが、垂直避難という概念もご理解いただきたい。

議会懇談会の時間が短すぎる。 ➡ ご意見として受け止めさせていただきます。

以前から要望しているが大内公園の近くに信号を設置して欲しい。 ➡ 警察との話し合いが難しい状況です。

下水道使用料の値上げについて、一般会計に若干余裕ができるが、
繰上償還などに使うのではなく、住民サービスの向上などの使い
方をしてほしい。

➡ 使用料の値上げで、削減できた分の使用方法については、議会と
してもチェックしていきたいと思います。

公設民営を議会としても推し進めていただきたい。 ➡ 一番効率的な方法を取るべきだと考えています。

新たな魅力を作り出さないと、人口減少が進む。 ➡ 住む魅力・文化の魅力・コミュニティの魅力を発揮できるよう町
と一緒に取組んでいきたい。

空き家対策の活用を町外に向かって魅力を発信していかないとい
けない。 ➡ まずは町の魅力を作って町外に広報していくのは大事だと考える。

議会の LIVE 中継が、昼を過ぎると途中で中断された。全て放送
していただきたい。 ➡

生中継は手動で切り替えを行っていますので、放送の中断はありま
せんが、録画をされた場合には、設備機器が古いため放送枠を超え
た時に一部録画ができないことがあります。ご理解をお願いします。

熊の出没放送の際に具体的な出没場所を知らせていただきたい。 ➡ 放送の際に場所については伝えていると思います。

要望書 及び 質問書 回　　　答

①
　六反田橋・順気橋など地域で草刈りをやって
きたが高齢化で携わる人が減り河川敷が荒れて
いる。河川敷の整備をしていただきたい。

➡
　大変難しい問題ではありますが、地元の皆様方のご協力なしには環境を維持する
ことは不可能でありますので、後継者の育成などをお願いしたいと考えております。
　また、水の流れを阻害し水害の発生の恐れがあるような状態が見受けられる箇
所においては、河川の管理者であります京都府に随時要望しております。

② 　岩滝橋周辺の環境保全（草刈り等）をお願い
したい。 ➡

　この周辺におきましては、浜町区にお世話になり草刈りを実施いただいており
ます。こういった取り組みが今後も継続いただけますよう京都府と連携しながら
支援していきたいと考えております。

③
　地域などで草刈りもやっているが高齢化で困
難となっている。自走式の草刈り機を除雪機の
ように区に貸与していただきたい。

➡
　ひとつの手段であると思われますが、機械の維持管理が問題となってきております。
　地元主体で使用いただく場合には、「与謝野町まちづくり人づくり補助金」等を
ご活用いただき、区での購入をご検討いただければと考えております。

④ 　除雪の固まった雪が家の軒先にあり邪魔にな
る。排雪をしていただきたい。 ➡

　道路除雪につきましては、積雪による交通障害が発生しないよう行っておりま
す。そのため、集めた雪山については、通行や次回の除雪に影響が生じる場合には、
後日、排雪いたしておりますが、道路沿いのすべての雪の塊を排雪することはで
きませんので、ご理解とご協力をお願いいたします。

⑤
　岩滝の忠霊塔の樹木が剪定されずに荒れ放題
となっている。また他の公共施設でも樹木の剪
定ができていない。剪定していただきたい。

➡

　町内にある忠霊塔、忠魂碑やその周囲の除草作業、樹木剪定につきましては、各地
区の遺族会や地区関係者の皆様方に行っていただいているものと認識しております。
　岩滝地域の忠霊塔の樹木につきましては、敷地から道路にはみ出し交通の妨げ
となっていた際には、関係課で伐採を実施したことがあります。
　敷地内の樹木の剪定につきましては、実施できている施設は少なく、現状にお
いては、剪定を行うのは厳しい状況となっております。

⑥ 　親水公園の草刈整備を回数を減らさずしっか
りとやっていただきたい。 ➡ 　今後とも継続して実施してきたいと考えております。

⑦ 　与謝小学校の跡地利用を考えていただきたい。 ➡

　これまでの検討結果を踏まえ、令和４年１月に「旧与謝小学校活用検討委員会」
より「旧与謝小学校の利活用にかかる報告及び要望」が町長に対し提出され、今後、
旧与謝小学校の利活用が促進されるよう要望をいただいており、町としましては、
この要望をしっかり受け止めた上で、地域の皆様方の望まれる旧与謝小学校の活
用を引き続き検討していきたいと考えております。

⑧
　織機の調整が出来る職人や部品の調達先が
減ってきている。データベース化を図り、連絡
先などを商工会を通じて広報していただきたい。

➡

　与謝野町商工会では、１０年前から織物織機調整等支援事業を実施されており、
この事業の中で、技術指導及び織機・機械等の修理業者を「エキスパート」と呼
ばれる制度に登録し、データベース化されています。
　町内の織物業者の方には、この制度の周知はすでに行われており、名簿につい
ても広報をされています。また、データベースの更新についても商工会において
随時行われていますので、与謝野町商工会にお問い合わせください。

⑨
　観光について、大名行列・曳山祭りなど各地
域で祭りがあるが、町として大きな括りで大々
的なアピールをお願いしたい。

➡

　本町のホームページにおいて、それぞれの祭事のコンテンツページを作成し、歴
史的背景の紹介や動画配信を行っているほか、与謝野町観光協会においては、与謝
野町内の「例祭」をまとめたパンフレットを作成するなど、本町の歴史文化の観光
コンテンツとして紹介を行っており、ホームページにおいても「行事をみる」とい
うコンテンツページを作成し、パンフレットと同様に情報発信を行っていただいて
おります。
　今後につきましても、各種媒体やエージェントセールス等の機会を通して、本町
の歴史的・文化的な価値のある観光コンテンツである「例祭」について、与謝野町
観光協会を中心に引き続きプロモーションを実施していきたいと考えております。

⑩
　人を呼び込むためには新しいことが必要であ
り、全国大会のような大きな取組みが必要だと
思う。大会の立案などの協議をしていただきた
い。

➡

　人を呼び込むために、新たな事業に取り組むことは有効な手段の一つであると
思います。ただし、全国規模の大会を実施（誘致）するためには、本町で実施す
る理由でありましたり、大会を実施できるハード面であります施設の調整や整備
など、いくつもの課題を整理していく必要があります。
　本町には、現時点でも、登山マラソンや俳句大会といった、全国から参加者の
ある大会がありますので、そのような大会の魅力を高めるよう工夫を凝らすこと
も、一つの有効な手段ではないかと考えています。

AQ

1213

▲ 町からの回答 ▲

紙面の都合上「町からの回答」については要点を記載しています。
与謝野町ホームページ「第10回議会懇談会報告書」で全文を
ご覧いただけます。



1415 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
環
境
常
任
委
員
会

与
謝
野
町
宮
津
市
中
学
校
組
合

与
謝
野
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

宮
津
与
謝
消
防
組
合

報
告
者
　
永
島
　
洋
視

報
告
者
　
和
田
　
裕
之

報
告
者
　
浪
江
　
秀
明

報
告
者
　
河
邉
新
太
郎

報
告
者
　
安
達
　
種
雄

報
告
者
　
山
﨑
　
政
史

令
和
４
年
11
月
21
日

　

委
員
７
人
出
席
の
も
と

で
、
委
員
会
を
開
催
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
導

入
予
定
の
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
よ
り
説
明
を
受
け
、

質
疑
及
び
議
論
し
た
。
学
校

運
営
に
つ
い
て
、
現
在
よ
り

視
察
報
告

令
和
４
年
10
月
26
日

㈱
Ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ

目
的　

産
業
振
興
に
つ
い
て

◎
福
知
山
駅
正
面
通
り
に
旧

銀
行
支
店
跡
を
借
用
改
装

し
て
ビ
ー
ル
醸
造
・
レ
ス
ト

ラ
ン
を
開
業
。
若
手
２
人
が

「
ビ
ー
ル
片
手
に
何
か
や
ろ

う
」
を
合
言
葉
に
、
市
外
か

ら
人
が
集
ま
り
、
出
会
い
や

活
動
の
場
所
、
地
域
活
性
化

を
目
指
し
創
業
さ
れ
た
。
若

者
が
帰
省
し
、
地
域
の
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
思
い
、
ま

た
開
業
し
ょ
う
と
す
る
心
構

え
は
素
晴
ら
し
く
、
大
い
に

期
待
し
た
い
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ
６
１
０
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

目
的　

廃
校
利
用
に
つ
い
て

◎
福
知
山
市
旧
六
人
部
小
学

校
を
活
用
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
苺
栽
培
、
有
料
の
苺
摘

み
体
験
。
校
舎
内
に
は
、
カ

フ
ェ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ジ
ャ
ム
作
り
や
苺
染
め
体

験
。
教
室
内
に
は
、
ス
ケ
ー

令
和
４
年
10
月
28
日

　

議
案
は
４
件
。

　

１
件
目
、
先
決
処
分
の
認

定
。
内
容
は
、
生
徒
が
ク
ラ

ブ
活
動
の
練
習
試
合
に
参
加

し
帰
校
途
中
自
転
車
の
操
作

を
誤
っ
た
た
め
転
倒
し
付
近

に
駐
車
中
の
軽
自
動
車
の
運

転
席
側
ド
ア
下
部
を
破
損
さ

せ
た
も
の
。

　

２
件
目
、
職
員
の
育
児

休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
で
あ
り
令

和
３
年
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
職
員
の
育
児
休
業
の
取

得
、
回
数
制
限
の
緩
和
及
び

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
等

の
取
得
要
件
の
緩
和
等
に
つ

い
て
改
正
を
行
っ
た
。

　

３
件
目
、
令
和
４
年
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て
、
歳
入
・
歳
出

視
察
報
告

令
和
４
年
11
月
22
日

（
株
）
北
近
畿
経
済
新
聞
社

　

四
方
憲
生
社
長
か
ら
新
聞

制
作
に
お
け
る
紙
面
編
集
方

法
に
つ
い
て
話
を
し
て
頂
い

た
。
月
３
回
の
発
行
で
、
１

回
の
編
集
に
、
８
日
か
ら
９

日
間
か
け
て
、
８
ペ
ー
ジ
の

新
聞
を
作
っ
て
い
る
。
流
れ

と
し
て
、
最
初
に
編
集
会
議

を
行
う
。
１
面
・
８
面
に
何

を
載
せ
る
か
、
大
ま
か
に
決

め
る
。数
名
で
協
議
を
す
る
。

取
材
で
大
事
な
こ
と
は
、
何

を
取
材
す
る
か
。
基
本
的
に

は
、
読
者
に
と
っ
て
有
益
な

情
報
を
探
す
。
最
終
の
編
集

会
議
で
、
ど
の
記
事
を
ト
ッ

プ
に
す
る
か
、
８
面
に
は
何

を
持
っ
て
行
く
か
決
め
る
。

記
者
が
、
レ
イ
ア
ウ
ト
（
整

理
）
及
び
写
真
を
ど
れ
に
す

る
か
決
め
る
。
新
聞
を
取
っ

た
時
、
人
の
目
が
最
初
に
行

く
の
が
写
真
、次
に
見
出
し
。

見
出
し
を
読
む
だ
け
で
、
何

令
和
４
年
度
議
会
懇
談
会

　

今
年
度
の
議
会
懇
談
会
は

２
班
に
分
か
れ
て
、
旧
町
単

位
、
３
カ
所
で
４
回
開
催
し

た
。
10
月
25
日
か
ら
11
月
11

日
ま
で
、
計
61
名
の
町
民
の

皆
様
に
出
席
頂
き
、
多
く
の

活
発
な
意
見
や
質
問
を
頂
い

た
。
そ
の
中
で
、
行
政
に
伝

え
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て

は
、
整
理
し
て
町
長
に
伝
え

て
い
く
。

令
和
４
年
10
月
21
日

　

定
例
会
に
先
立
ち
全
員
協

議
会
が
開
催
さ
れ
「
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
共
同
運
用
の
進

捗
状
況
」
と
「
第
５
次
宮
津

与
謝
消
防
組
合
基
本
計
画
の

一
部
変
更
」
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
た
。

　

定
例
会
で
は
消
防
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

と
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
２
件
が
提
案
さ
れ
全

員
賛
成
で
承
認
し
た
。
次
に

公
平
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
公
平
委
員
の
選
任

１
件
が
提
案
さ
れ
同
意
し

た
。
次
に
歳
入
総
額
８
億
６

も
保
護
者
や
地
域
の
意
見
を

聞
く
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た

運
用
を
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
。　

　

そ
の
後
、
子
育
て
応
援
課

所
管
、
小
規
模
保
育
園
こ
ど

も
の
森
の
現
場
視
察
を
行
っ

た
。

ト
ボ
ー
ド
練
習
場
等
を
設
置

運
営
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現

在
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
所

を
建
設
中
で
あ
っ
た
。
当
町

を
含
め
全
国
的
に
廃
校
利
用

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

㈲
玉
木
新
雌

目
的　

地
場
産
業
に
つ
い
て

◎
播
州
織
は
「
先
染
織
物
」

と
い
う
手
法
が
特
徴
で
あ

り
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら

２
０
０
年
以
上
も
名
を
馳
せ

て
き
て
い
る
。
オ
ー
ナ
ー
の

玉
木
新
雌
女
史
は
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
も
あ
り
西
脇
市
へ
移

住
し
て
小
さ
な
工
房
か
ら
創

業
さ
れ
、
自
ら
も
織
機
を
使

い
作
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
。

今
で
は
50
人
以
上
が
働
く
大

き
な
会
社
へ
と
急
成
長
さ
れ

て
い
る
。
社
員
を
大
切
に
さ

れ
る
考
え
方
も
非
常
に
素
晴

ら
し
い
会
社
で
あ
っ
た
。

と
も
に
８
９
０
万
円
を
増
額

し
、
１
億
１
千
１
３
６
万
円

と
な
っ
た
。
増
額
の
主
な
も

の
と
し
て
は
学
校
管
理
費
の

増
額
で
あ
り
台
風
被
害
に
よ

る
修
繕
工
事
の
た
め
増
額
と

な
っ
た
。

　

４
件
目
、
一
般
会
計
歳

入
・
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
、
歳
入
総
額
１
億
８
千
５

４
万
に
対
し
歳
出
は
１
億
６

千
９
７
１
万
円
と
な
っ
た
。

以
上
４
件
に
つ
い
て
審
議
し

全
会
一
致
に
よ
り
承
認
、
可

決
及
び
認
定
し
た
。

が
書
い
て
あ
る
か
、
読
者
に

解
ら
せ
る
と
同
時
に
、
記
事

を
読
む
気
を
起
さ
せ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
リ
ー
ド
の
順
番
で
人
の

目
が
行
く
。
ま
ず
は
、
良
い

写
真
を
撮
る
。
人
目
を
引
く

見
出
し
が
大
切
。
リ
ー
ド
の

部
分
が
よ
か
っ
た
ら
本
文
も

読
ん
で
も
ら
え
る
。
紙
面
が

出
来
た
ら
、
間
違
い
が
な
い

か
、
記
者
と
事
務
員
で
校
正

を
行
う
。
研
修
で
写
真
・
見

出
し
及
び
リ
ー
ド
の
重
要
性

を
学
ん
だ
。

　

な
お
、
12
月
１
日
付
け
の

北
近
畿
経
済
新
聞
に
視
察
の

様
子
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

次
に
、
両
丹
日
日
新
聞
社

北
近
畿
新
聞
社
印
刷
セ
ン

タ
ー
に
行
き
印
刷
工
程
を
見

学
し
た
。

視
察
報
告

令
和
４
年
10
月
11
日

　

兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町
議

会
へ
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

テ
ー
マ
は
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に

つ
い
て
、
多
可
町
議
会
で
は

町
長
、
議
長
以
下
議
会
運
営

委
員
全
員
の
出
席
を
頂
き
、

私
た
ち
の
質
問
に
積
極
的
に

答
え
て
頂
い
た
。
な
お
、
多

可
町
議
会
で
は
令
和
３
年
３

月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入

さ
れ
て
い
る
。

　

今
般
の
研
修
を
踏
ま
え
、

与
謝
野
町
議
会
で
も
、
今
後

全
議
員
で
の
協
議
を
予
定
し

て
い
る
。

千
１
４
４
万
円
、
歳
出
総
額

８
億
２
千
６
８
３
万
円
、
歳

入
歳
出
差
引
額
３
千
４
６
１

万
円
と
な
る
、
令
和
３
年
度

宮
津
与
謝
消
防
組
合
歳
入
歳

出
決
算
認
定
が
提
案
さ
れ
賛

成
多
数
で
認
定
し
た
。

　

次
に
令
和
４
年
度
宮
津
与

謝
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算
第
１
号
が
提
案
さ
れ
全

員
賛
成
で
可
決
し
た
。

委
員
会
・
事
務
組
合
報
告小規模保育園　こどもの森



一般質問　ここが聞きたい！

一 般 質 問

17 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 16※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

住
宅
会
社
の
調
査
し
た
住
み
続
け
た

い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
（
京
都
府
）
で
当
町
は

昨
年
の
１
位
に
続
き
、
本
年
も
３
位
と
い

う
成
績
を
納
め
た
が
ど
う
捉
え
る
か
。

町
長　

過
度
に
一
喜
一
憂
し
な
く
て
も
良

い
と
言
う
も
の
の
、
他
所
よ
り
も
ラ
ン
キ

ン
グ
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
本
町
が
移

住
の
選
択
肢
に
な
る
可
能
性
も
高
い
と
も

言
え
る
の
で
、
や
は
り
意
識
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
る
。

問　

プ
レ
ス
資
料
か
ら
、
私
な
り
に
読
み

解
く
と
住
宅
業
者
か
ら
、
調
査
会
社
に
委

託
さ
れ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
数
値
は
作
ら
れ

て
い
る
。
調
査
会
社
に
会
員
登
録
し
て
い

な
い
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
ケ
ー
ス
が
少
な
す
ぎ

る
。
ま
た
少
な
い
サ
ン
プ
ル
か
ら
偏
差
値

問　

私
は
本
年
４
月
に
行
わ
れ
た
選
挙
で
の

街
頭
演
説
に
お
い
て
旧
野
田
川
庁
舎
を
解
体

し
て
野
田
川
認
定
こ
ど
も
園
を
新
築
す
る
べ

き
だ
と
提
案
し
た
。
町
長
の
方
針
は
。

町
長　

就
学
前
の
教
育
保
育
環
境
に
つ
い
て

は
、
地
域
格
差
が
生
じ
な
い
様
、
私
も
議
員

同
様
、
出
来
る
だ
け
早
く
整
備
を
す
べ
き
と

考
え
る
。

問　

新
し
い
野
田
川
認
定
こ
ど
も
園
を
新
築

す
る
に
あ
た
り
、
今
後
の
段
取
り
に
つ
い
て

決
ま
っ
て
い
る
予
定
は
。

町
長　

現
在
、
野
田
川
地
域
で
運
営
し
て
い

る
認
定
こ
ど
も
園
及
び
保
育
所
の
用
地
を
活

用
す
る
方
法
を
役
場
内
の
委
員
会
で
検
討
さ

せ
、
既
に
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
議
会
で
答
弁
し
て
い
る
様
に
「
公
共
施
設

等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会
」
に
お
け
る

議
論
と
の
摺
り
合
わ
せ
を
行
っ
た
上
で
、
設

置
案
を
固
め
た
い
。

問　

か
え
で
こ
ど
も
園
と
、
つ
ば
き
こ
ど
も

園
の
新
築
に
掛
か
っ
た
費
用
の
総
額
は
。

町
長　

か
え
で
こ
ど
も
園
は
６
億
３
千
７
３

８
万
円
、
つ
ば
き
こ
ど
も
園
は
８
億
６
千
３

８
万
円
。
新
し
い
野
田
川
認
定
こ
ど
も
園
の

建
設
費
用
に
つ
い
て
は
、
設
計
等
を
行
っ
て

い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
根
拠
あ
る
数
字
を

答
弁
す
る
事
は
困
難
だ
が
、
今
般
、
様
々
な

社
会
的
要
因
等
に
よ
り
、
つ
ば
き
こ
ど
も
園

を
建
設
し
た
当
時
に
比
べ
て
25
％
か
ら
30
％

高
騰
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
約
11

億
円
程
度
に
な
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

で
ラ
ン
キ
ン
グ
を
出
し
て
い
る
の
で
、
信

用
性
が
薄
い
と
考
え
る
が
。

町
長　

プ
レ
ス
資
料
し
か
見
て
い
な
い
の

で
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。

問　

プ
レ
ス
資
料
に
書
い
て
あ
る
の
で
よ

く
読
ん
で
欲
し
い
。
３
位
で
あ
る
こ
と
は

名
誉
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
順
位
に
惑
わ

さ
れ
ず
、
今
後
も
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る

べ
き
だ
。

町
長　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
。

問　

一　

そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
で
き
る
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
必
要
で
は
な
い
か
。

二　

様
々
な
地
域
課
題
や
問
題
意
識
を
共
有

し
、
地
域
住
民
と
力
を
合
わ
せ
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

三　

均
一
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
行
政
で

は
困
難
な
事
業
や
地
域
課
題
に
対
し
て
各
区

を
利
用
し
効
率
的
に
地
域
活
動
を
展
開
し
解

決
す
る
。

四　

地
域
に
は
課
題
が
あ
る
。
公
共
交
通
機

関
、
高
齢
化
が
あ
る
。
地
域
課
題
を
解
決
す

る
地
域
活
動
が
必
要
だ
。

五　

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
創
出
し
、

誰
も
が
参
加
で
き
る
地
域
協
議
会
を
確
立
さ

せ
人
材
発
掘
に
つ
な
げ
る
。

六　

高
齢
化
が
進
む
も
と
、
地
域
づ
く
り
と

し
て
、
役
場
ま
で
い
か
な
く
て
も
、
手
続
き

が
で
き
る
町
出
先
機
関
と
し
て
の
地
域
協
議

会
を
各
区
に
設
置
し
、
退
職
後
の
高
齢
者
等

を
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
確
保
す
る
。

行
政
の
一
部
を
協
議
会
に
移
管
す
る
。

町
長　

誰
も
が
住
み
や
す
く
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
の
実
現
目
指
し
て
、
地
域
課
題
解
決

に
取
組
ん
で
い
く
た
め
の
持
続
可
能
な
取
組

と
は
何
か
、
協
働
の
在
り
方
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
10
年
後
、
20
年
後
を
見
据
え
た
地
域

の
未
来
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
与
謝
野
町
な

ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
た
い
。

問　

誰
が
決
め
る
の
か
。

町
長　

住
民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
た
い
。

Ａ 

意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い

Ｑ 

ラ
ン
キ
ン
グ
３
位
の
捉
え
方
は

Ａ 

私
も
議
員
同
様
、出
来
る
だ
け
早
く
整
備
を
す
べ
き

Ｑ 

野
田
川
認
定
こ
ど
も
園
を
新
築
す
べ
き

Ａ 

協
働
の
町
づ
く
り
指
針
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
た
い

Ｑ 

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
必
要
で
は

山﨑良磨　議員

三田義幸　議員

髙岡伸明　議員

宮
津
与
謝
環
境
組
合

報
告
者
　
野
村
　
生
八

令
和
４
年
10
月
21
日

　

令
和
３
年
度
決
算
の
特

徴
は
、
本
格
稼
動
を
し
て

１
年
で
２
回
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
公
害
防
止
基
準
値

超
過
が
発
生
し
、
緊
急
停

止
し
た
こ
と
で
、
運
転
日

数
が
僅
か
１
６
１
日
し
か

な
か
っ
た
こ
と
。

　

民
間
事
業
者
に
責
任
が

あ
り
、
事
業
者
の
負
担
で
原

因
糾
明
と
対
策
が
さ
れ
た

の
か
ど
う
か
、
再
発
防
止
に

つ
い
て
も
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

現
在
で
は
基
準
値
以
下
の

運
転
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

住
民
の
不
安
は
解
消
さ
れ
て

い
な
い
。
さ
ら
に
再
発
防
止

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
、全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
も
提
案

さ
れ
可
決
し
た
。

順位に惑わされないで

解体して認定こども園の建設を

新しい組織を

宮津与謝クリーンセンター



一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！

1819 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

住
宅
新
築
改
修
等
補
助
制
度
の
復
活
を

再
度
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
与
謝
野
町
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
と
し

て
の
対
策
は
令
和
４
年
度
は
行
な
わ
れ
て
い

な
い
。
町
の
人
達
は
な
ぜ
行
な
わ
れ
て
い
な

い
の
か
私
に
問
わ
れ
て
困
っ
て
い
る
。
な
ぜ

構
築
し
な
い
の
か
考
え
を
問
う
。

町
長　

本
制
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
対
象

事
業
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
低
迷
す
る
社
会
経
済
活
動
の
回
復
を

目
的
と
し
た
事
業
者
と
住
宅
改
修
を
希
望
さ

れ
る
生
活
者
、
双
方
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
も
の
。
こ
れ
ら
の
一
過
性
の
事
業

は
、
常
時
行
う
も
の
で
な
く
、
時
機
を
見
計

ら
い
な
が
ら
国
の
経
済
対
策
な
ど
を
有
効
に

活
用
す
る
形
で
実
施
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
町
の
単
独
事
業
と
し
て

再
開
す
る
よ
う
な
考
え
は
な
い
。

分
譲
宅
地
の
販
売
価
格

問　

現
在
、
町
が
保
有
し
て
い
る
分
譲
宅
地

は
日
吉
ヶ
丘
団
地
９
区
画
、
算
所
の
寺
田
団

地
１
区
画
、
加
悦
の
小
井
根
団
地
３
区
画
で

あ
る
。
１
区
画
１
０
０
万
円
減
額
で
売
却
し

て
も
良
い
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

販
売
価
格
の
改
定
を
バ
ブ
ル
崩
壊
後

に
行
っ
た
平
成
24
年
度
以
降
地
価
の
大
幅
な

下
落
は
無
い
事
か
ら
慎
重
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
で
販
売
に
繋
が

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

問　

ち
り
め
ん
街
道
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
平

成
26
年
１
月
に
作
成
さ
れ
、
現
在
９
年
経
過

す
る
。
有
効
期
限
も
年
次
計
画
も
無
い
中

で
、
ち
り
め
ん
街
道
を
ど
う
し
た
い
の
か
。

観
光
の
拠
点
と
し
て
発
展
さ
せ
る
気
が
あ
る

の
か
。

町
長　

ち
り
め
ん
街
道
の
住
民
が
活
き
活
き

と
暮
ら
す
よ
う
、
日
常
生
活
と
観
光
客
の
受

け
入
れ
強
化
を
し
、
暮
ら
し
と
観
光
の
魅
力

づ
く
り
を
す
る
。
で
き
て
い
る
部
分
と
で
き

て
い
な
い
部
分
は
あ
る
。

問　

い
つ
ま
で
に
目
指
す
べ
き
姿
に
す
る
計

画
な
の
か
。

町
長　

実
行
期
間
を
明
示
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

問　

計
画
が
無
い
か
ら
進
ま
な
い
。
誰
が
何

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
民
間
も
行
政
も

わ
か
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

意
見
交
換
を
通
じ
て
計
画
や
時
期
の

見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

阿
蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も

同
様
。
８
年
経
過
し
た
が
目
指
す
べ
き
姿
や

ゴ
ー
ル
は
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

主
に
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
賑
わ
い

醸
成
を
行
っ
て
き
た
。
一
定
程
度
方
向
性
は

共
有
で
き
て
い
る
。
年
次
計
画
を
定
め
て
い

な
い
課
題
も
あ
る
。

問　

ど
う
し
た
い
の
か
、
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
、
い
つ
で
き
る
の
か
全
く
わ

か
ら
な
い
。

町
長　

様
々
な
計
画
に
お
い
て
、
年
次
計
画

を
立
て
、
実
効
性
を
担
保
す
る
よ
う
関
係
者

と
議
論
し
て
い
く
。

問　

農
業
を
取
巻
く
環
境
は
「
高
齢
化
・
担

い
手
不
足
」
が
全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
当
町
の
現
状
は
。

町
長　

2
0
2
0
年
の
基
幹
的
農
業
従
事
者

の
平
均
年
齢
は
68
・
4
歳
で
あ
り
全
国
平
均

67
・
8
歳
、
京
都
府
平
均
70
・
2
歳
で
あ
り

全
国
平
均
よ
り
も
高
く
、
京
都
府
平
均
よ
り

も
低
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

問　

農
地
は
地
域
の
治
水
や
環
境
シ
ス
テ
ム

の
維
持
と
い
っ
た
多
面
的
な
役
割
を
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
き
た
の
か
。

町
長　

持
続
可
能
な
農
業
へ
つ
な
が
る
取
組

と
し
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
、
京
都
府
で
い

う
「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
」
作
成
の
取
組
を
推

進
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
自
体
の
重
要
性
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
策
定
過
程
で
地
域
で
の
話
し

合
い
が
今
後
の
地
域
農
業
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
だ
と
考
え
、
地
域
の
話
し
合
い
に
農
林

課
職
員
が
参
加
す
る
な
ど
の
支
援
や
、
未
策

定
地
域
に
は
プ
ラ
ン
の
重
要
性
を
説
明
し
作

成
へ
向
け
た
話
し
合
い
な
ど
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
き
た
。

問　

農
地
の
集
約
・
集
積
化
は
こ
れ
ら
の
課

題
の
解
決
に
効
果
的
な
取
組
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

農
林
課
職
員
を
中
心
に
積
極
的
に
プ

ラ
ン
策
定
の
重
要
性
を
伝
え
て
き
た
。
引
き

続
き
理
解
を
求
め
て
い
く
姿
勢
で
取
組
ん
で

い
く
。

永島洋視　議員

問　

合
併
直
後
と
比
べ
、
加
悦
地
域
の
人
口

減
少
率
は
加
悦
・
明
石
区
を
除
い
て
町
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
。
学
校
・
保
育
園
の
統
廃

合
に
加
え
、
銀
行
ま
で
無
く
な
っ
た
。
町
の

対
策
が
必
要
。

町
長　

町
は
地
域
振
興
の
役
割
が
あ
る
。
全

町
的
な
施
策
が
必
要
。

問　

学
校
が
無
く
な
る
と
、
地
域
は
確
実
に

疲
弊
す
る
と
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議

で
大
学
の
先
生
も
発
言
さ
れ
た
。
学
校
統
廃

合
は
地
域
振
興
策
を
決
め
て
か
ら
実
施
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

そ
れ
が
出
来
れ
ば
ベ
タ
ー
。

問　

現
在
作
成
中
の
総
合
計
画
後
期
計
画
の

中
に
過
疎
化
対
策
を
明
記
す
る
べ
き
。

町
長　

人
口
減
少
対
策
は
、
し
っ
か
り
と
位

置
付
け
る
。

問　

今
後
町
と
地
域
が
協
働
で
振
興
策
作
成

を
す
る
こ
と
が
、
町
づ
く
り
の
柱
で
は
。

町
長　

協
働
の
町
づ
く
り
を
模
索
し
て
い

る
。

滝
G
・
G
場
へ
の
支
援
を

問　

滝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
は

町
で
一
番
、
健
康
増
進
と
交
流
の
場
と
し
て

貢
献
し
て
い
る
。
認
識
は
。

町
長　

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

教
育
長　

健
康
増
進
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

問　

高
齢
化
で
維
持
管
理
も
大
変
。
人
口
芝

へ
の
支
援
を
。

町
長　

要
望
を
閉
ざ
す
こ
と
は
な
い
。

副
町
長　

補
助
事
業
は
あ
る
が
、
補
助
裏
の

財
源
負
担
が
課
題
。

地 区 平成19年3⽉末⼈⼝ 令和3年3⽉末⼈⼝ 減少率
算 所 1,120 887 20.8
加悦奥 972 705 27.5
加 悦 1,135 982 13.5
後 野 906 674 25.6
与 謝 495 398 19.6
滝 580 471 18.8

⾦ 屋 677 530 21.7
温 江 750 527 29.7
明 ⽯ 1,026 949 7.5
⾹ 河 159 97 39.0

加悦地域計 7,820 6,220 20.5
岩滝地域 6,562 5,408 17.6
野⽥川地域 11,147 9,244 17.1
町全体 25,529 20,872 18.2

⼈⼝減少率

人口の推移

Ａ 

理
解
を
求
め
る
姿
勢
で

Ａ 
単
独
事
業
で
は
再
開
の
考
え
は
な
い

Ａ 

全
町
的
な
施
策
は
必
要

Ａ 

年
次
計
画
を
立
て
実
効
性
を
担
保
す
る

Ｑ 

地
域
に
密
着
し
た
対
応
を

Ｑ 
住
宅
新
築
改
修
等
補
助
制
度
の
復
活
を

Ｑ 

加
悦
地
域
の
人
口
減
、過
疎
化
対
策
を

Ｑ 

年
次
計
画
が
無
い
か
ら
進
ま
な
い

渡邉貫治　議員

今井浩介　議員

山﨑政史　議員

持続可能な計画を

現在の分譲宅地冬の農地



一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！

2021 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

以
前
は
区
全
域
が
浸
水
地
域
で
あ
っ

た
。
ゾ
ブ
川
の
整
備
、
上
地
地
域
の
改
修
な

ど
に
よ
り
、
中
央
地
域
を
除
く
浸
水
対
策
が

進
ん
だ
。
こ
の
間
奥
山
川
の
下
流
が
改
修
さ

れ
た
が
、
住
民
の
不
安
は
解
消
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
奧
地
や
下
地
な
ど
の
浸
水
も
残

さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
改
修
計
画
を
聞
く
。

町
長　

奥
山
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
多
く
の
家

屋
が
浸
水
被
害
に
あ
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
踏

ま
え
て
令
和
２
年
に
、
旧
郵
便
局
横
か
ら
下

流
の
バ
イ
パ
ス
水
路
の
整
備
計
画
を
前
倒
し

で
実
施
し
た
。
そ
の
後
被
害
は
無
く
、
一
定

の
成
果
は
得
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
河
川

断
面
は
ま
だ
不
足
し
て
お
り
、
過
去
の
大
雨

が
降
れ
ば
、甚
大
な
被
害
を
生
み
か
ね
な
い
。

水
利
解
析
を
行
い
、
浸
水
被
害
を
軽
減
さ
せ

る
効
果
的
な
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

発
達
障
が
い
の
早
期
対
策
を
　

問　

発
達
障
害
者
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
18

年
が
経
過
し
た
。
早
期
発
見
・
早
期
支
援
が

求
め
ら
れ
る
が
、
取
組
と
課
題
を
聞
く
。

町
長　

法
に
基
づ
き
、
早
期
発
見
の
措
置
、

発
達
支
援
、
本
人
と
家
族
、
関
係
者
へ
の
支

援
、
相
談
と
関
係
機
関
の
連
携
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
課
題
は
、
診
断
と
判
断
の
難
し

さ
、
障
が
い
の
受
容
の
困
難
さ
な
ど
が
あ

る
。
当
町
で
は
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
務
め
て
い

る
。

問　

農
業
の
担
い
手
は
ど
の
よ
う
に
し
て
増

や
す
の
か
。

町
長　

国
は
も
と
よ
り
、
京
都
府
、
京
都
府

農
業
会
議
に
お
い
て
様
々
な
事
業
・
施
策
を

実
施
い
た
だ
い
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
協

力
・
連
携
を
し
な
が
ら
新
規
就
農
者
等
、
新

た
な
担
い
手
確
保
の
対
応
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
移
住
を
伴
う
新
規
就
農
希
望
者
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
所
管
の
観
光
交
流
課
と
農
林

課
で
情
報
共
有
し
、
支
援
す
る
体
制
を
取
っ

て
い
る
。

問　

住
む
所
や
生
活
費
の
保
障
は
ど
う
す
る

の
か
。

町
長　

観
光
交
流
課
と
連
携
し
、
お
試
し
移

住
体
験
事
業
や
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

与
謝
野
町
空
家
活
用
移
住
促
進
事
業
な
ど
、

本
町
の
移
住
関
連
施
策
を
活
用
す
る
か
、
研

修
先
農
家
等
か
ら
の
情
報
を
基
に
住
ま
い
を

確
保
さ
れ
て
い
る
。

問　

農
地
を
借
り
る
た
め
の
信
用
は
ど
う
担

保
す
る
の
か
。

町
長　

京
都
府
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る

斡
旋
事
業
が
あ
る
が
新
規
就
農
者
に
対
す
る

信
用
の
担
保
は
、
そ
の
新
規
就
農
者
の
研
修

受
け
入
れ
農
家
・
法
人
に
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問　

本
町
が
「
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」

を
活
用
し
て
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
、
農
業
、
福
祉
法
人
等
や
住
民
と
戦
略
的

に
連
携
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
が
可
能
と
報
告
が
あ
っ
た
が
。

町
長　

こ
の
報
告
書
は
、
町
民
の
消
費
実
態

や
町
内
事
業
間
の
取
引
状
況
な
ど
が
わ
か
る

資
料
。
地
域
内
経
済
循
環
促
進
の
補
助
金
拡

大
、事
業
者
連
携
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

地
域
づ
く
り
の
最
重
要
課
題
の
人
口
減

少
対
策
。「
交
流
人
口
」
か
ら
「
関
係
人
口
」

そ
し
て
「
移
住
・
定
住
」
の
取
組
は
。

町
長　
「
移
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
」
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
移
住
者
は
年
々
増
え
て

い
る
。昨
年
度
は
過
去
最
高
で
12
世
帯
34
人
。

問　

町
民
に
対
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
味
と
内
容

を
分
か
り
易
く
広
報
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　

一
般
的
に
は
難
し
く
、
町
民
の
活
動

や
町
の
取
組
と
関
連
付
け
て
伝
え
て
い
く
。

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
て
、
具
体
的
な
町
の

取
組
は
。

町
長　

基
本
的
に
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
原
動
力
と
し
た
地
方
創
生

を
推
進
し
て
行
く
。　

問　

令
和
５
年
度
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
で
の

町
民
に
見
え
る
予
算
化
を
。　
　
　

町
長　

令
和
５
年
度
予
算
は　

後
期
基
本
計

画
を
踏
ま
え
た
上
で
の
予
算
編
成
を
し
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
連
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
説
明
し

て
い
き
た
い
。

問　

町
民
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
示
す
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
バ
ッ
ジ
の
装
着
を

提
案
す
る
。　

町
長　

色
々
な
提
案
が
あ
り
、
一
つ
の
意
見

と
し
て
受
け
止
め
る
。

Ａ 

関
係
機
関
と
の
協
力
・
連
携
で
対
応
し
て
い
る

Ａ 
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
で
の
施
策
を
推
進
す
る

Ａ 

多
様
な
産
業
分
野
の
連
携
で
地
域
内
経
済
循
環
を

Ａ 

新
た
な
る
水
利
解
析
を
行
い
、対
策
を
実
施
す
る

Ｑ 

農
業
の
担
い
手
は

Ｑ 
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
と
情
報
発
信
は

Ｑ 

地
域
経
済
分
析
に
基
づ
い
た
地
域
づ
く
り

Ｑ 

引
続
き
三
河
内
地
区
の
浸
水
対
策
を

田史郎　議員

野村生八　議員

浪江秀明　議員

杉上忠義　議員

SDGｓの推進を

浸水対策を早急に

※ＳＤＧｓとは
Sustainable（サスティナブル）
Development（ディベロップメント）
Goals（ゴールズ）の略称で、エスディー
ジーズと読み「持続可能な開発目標」と訳
され、教育・気候変動など 17項目の目標
が示されている。

担い手は必要

ホームページで確認できます

水
道
事
業
広
域
化
計
画
は

問　
「
府
水
道
事
業
広
域
化
に
関
す
る
協
議

会
」
の
第
１
回
会
議
が
開
か
れ
た
。
北
部
、

中
部
、
南
部
で
議
論
を
進
め
て
き
た
。
広

域
化
推
進
の
方
向
で
一
致
と
聞
い
て
い
る

が
。

町
長　

持
続
可
能
な
水
道
事
業
基
盤
強
化

の
た
め
、
広
域
化
の
取
組
を
共
通
の
認
識

と
し
た
。



一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！

2223 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

厚
生
労
働
省
は
２
０
１
９
年
４
月
に
障

害
者
手
帳
の
形
式
を
定
め
る
法
改
正
を
行
い

カ
ー
ド
で
の
交
付
が
可
能
に
な
っ
た
。
障
害

者
手
帳
の
カ
ー
ド
で
の
交
付
が
必
要
で
は
。

町
長　

京
都
府
で
は
障
害
者
手
帳
の
カ
ー
ド

化
へ
の
予
定
は
な
い
。

問　

現
在
多
く
の
交
通
機
関
や
民
間
事
業
者

で
障
害
者
の
確
認
方
法
と
し
て
障
害
者
手
帳

ア
プ
リ
（
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
）
の
提
示
が
導
入

さ
れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
利
便
性
の

向
上
と
し
て
、
公
共
交
通
の
乗
降
や
公
共
施

設
窓
口
で
の
確
認
が
手
軽
に
な
る
、
そ
し
て

気
軽
に
移
動
や
外
出
が
し
や
す
く
な
る
た
め

に
も
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
の
導
入
及
び
活
用
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

本
町
に
は
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
数

が
約
１
７
０
０
人
。
町
内
公
共
施
設
や
公
共

交
通
で
の
障
害
の
あ
る
方
の
利
便
性
の
向

上
を
目
指
し
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
改
め
る
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
は

問　

実
証
実
験
の
評
価
に
つ
い
て
お
聞
き

す
る
。

町
長　

本
町
で
は
、
ウ
ィ
ラ
ー
モ
ビ
の
「
行

き
た
い
時
に
行
き
た
い
場
所
へ
」
移
動
で

き
る
予
約
型
乗
合
交
通
の
導
入
は
適
し
て

い
な
い
。

問　

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
推
し
進
め
ら
れ
る

の
か
。

町
長　

乗
合
タ
ク
シ
ー
以
外
の
選
択
肢
も

あ
る
中
で
、
民
間
事
業
者
の
声
を
聞
き
な

が
ら
与
謝
野
町
地
域
公
共
交
通
会
議
で
慎

重
に
進
め
て
い
く
。　

問　

予
防
接
種
に
は
、
定
期
予
防
接
種
と
任

意
接
種
が
あ
る
。
予
防
接
種
法
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
接
種
す
る
努
力

義
務
が
あ
る
か
、
ま
た
は
個
人
判
断
で
接
種

す
る
か
の
違
い
だ
。
し
か
し
、
任
意
接
種
で

も
、
医
学
的
に
は
自
分
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
他
人
の
た
め
に
接
種
し
て
い
る
と
い
う

観
点
で
は
同
じ
で
、
大
切
な
接
種
だ
。
任
意

接
種
に
於
い
て
は
、
全
国
的
あ
る
い
は
当
町

で
も
積
極
的
に
勧
奨
は
し
て
い
な
い
が
、
ワ

ク
チ
ン
の
重
要
性
、
ま
た
個
々
が
接
種
の
判

断
材
料
と
す
る
に
は
、
今
後
は
周
知
徹
底
、

情
報
提
供
が
必
要
だ
。　
　
　

町
長　

積
極
的
接
種
勧
奨
は
し
て
な
い
が
、

個
人
が
判
断
を
す
る
為
の
情
報
提
供
は
重
要

な
観
点
だ
。
情
報
提
供
は
今
後
も
検
討
を
重

ね
た
い
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

問　

年
末
年
始
に
か
け
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
予
約
が
で
き
な
い
、
取
り
に
く
い
と
い
っ

た
声
を
多
く
聞
い
て
い
る
。
集
団
接
種
の
日

程
を
追
加
す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
は
。

町
長　

医
師
会
の
意
見
、
ま
た
接
種
希
望
者

増
加
で
日
程
追
加
す
る
調
整
を
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ
ン
助
成
を

問　

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
助
成
も
あ

り
、
全
国
あ
る
い
は
当
町
で
も
50
％
以
上
と

高
い
接
種
率
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
接
種
は

自
己
負
担
。
費
用
負
担
が
大
き
い
こ
と
も
接

種
率
低
下
の
原
因
の
一
つ
で
あ
り
、
助
成
の

検
討
を
。

町
長　

国
の
見
解
を
踏
ま
え
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問　

今
夏
８
月
末
、
議
員
研
修
会
で
企
画
財

政
課
よ
り
、
当
町
の
財
政
の
現
況
、
将
来

見
込
み
の
説
明
を
受
け
た
。
大
変
厳
し
い

が
、
町
民
の
理
解
と
行
政
が
厳
し
さ
を
し
っ

か
り
認
識
し
、
取
り
組
め
ば
抜
け
出
せ
な
い

状
況
で
は
な
い
、
と
説
明
を
受
け
た
。
人
口

減
少
、
公
共
施
設
と
町
の
屋
台
骨
と
な
る
事

項
、
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
感
染
や
気
候
変
動

に
よ
る
、
世
界
中
の
経
済
の
悪
化
な
ど
、
平

穏
さ
を
欠
い
た
生
活
環
境
に
向
け
、
今
後
、

財
政
面
に
お
い
て
ど
の
様
に
考
え
て
お
ら
れ

る
か
。

町
長　

短
期
の
公
債
費
負
担
の
実
質
公
債
費

比
率
は
、
令
和
６
年
度
以
降
は
徐
々
に
改
善

し
、
単
年
度
地
方
債
発
行
額
を
10
億
円
規
模

に
抑
制
す
る
。
一
般
会
計
の
公
債
費
減
少
を

図
り
、
特
別
会
計
の
公
債
費
負
担
の
減
少
に

注
力
し
、
実
質
公
債
費
比
率
悪
化
を
抑
制
す

る
。 

こ
こ
数
年
一
般
会
計
、
特
別
会
計
共

に
、
地
方
債
残
高
の
負
担
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
し
っ
か
り
検
証
、
整
理
を
行
い
財
政

余
力
を
生
み
出
す
事
が
必
要
。
今
後
、
人
口

減
少
等
に
よ
り
、
町
税
や
地
方
交
付
税
等
の

財
源
の
縮
小
な
ど
を
想
定
し
、
公
共
施
設
の

再
配
置
、
産
業
の
活
性
化
等
に
対
応
で
き
る

よ
う
財
政
基
盤
の
安
定
を
図
っ
て
い
く
。　

問　

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

町
長　

令
和
７
年
度
以
降
は
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
さ
な
い
決
算
を
見
込
む
。

問　

町
に
は
様
々
な
歴
史
文
化
の
施
設
が
多

く
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
学
校
教
育
に
も
活

か
す
こ
と
が
重
要
で
は
。

教
育
長　

難
し
い
現
況
も
あ
る
が
、
最
大
限

活
用
し
学
び
に
つ
な
が
る
努
力
を
進
め
る
。

問　

若
者
の
読
書
離
れ
を
よ
く
耳
に
す
る

が
、
学
校
図
書
の
充
実
を
更
に
図
り
、
本
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
す
べ
き
。

町
長　

本
を
読
む
こ
と
は
重
要
な
こ
と
。
工

夫
も
し
な
が
ら
尽
力
し
て
い
く
。

町
長　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
学
童
保

育
で
も
、
草
刈
り
や
施
設
整
備
な
ど
、
手
の

届
か
な
い
分
野
も
多
く
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
地
域
や
町
民
を
巻
き
込
ん
で
、
町
ぐ
る

み
で
子
育
て
を
支
援
す
る
形
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
る
が
。

町
長　

重
要
で
あ
り
今
後
の
事
業
展
開
に
活

か
せ
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
、
町
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
。

町
の
職
場
職
員
に
つ
い
て

問　

職
場
内
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
の
準
備
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

町
長　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
対
応
策
を
準
備

し
て
い
る
が
想
定
外
に
備
え
た
意
識
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

職
員
の
職
場
は
庁
舎
。
早
期
総
合
庁
舎

化
に
。

町
長　

総
合
庁
舎
に
す
べ
き
思
い
は
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
協
議
を
し
、
諮
問
会
議

や
町
民
の
意
見
を
聞
き
、
早
期
解
決
に
向
け

て
進
め
て
い
く
議
論
を
す
る
。

問　

意
識
改
革
も
更
に
。

町
長　

改
善
に
努
め
る
。

Ａ 

徐
々
に
回
復
の
兆
し
が
み
え
て
く
る

Ａ 
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
改
め
る

Ａ 

重
要
で
あ
り
今
後
の
事
業
展
開
に
活
か
せ
る
努
力
を
す
る

Ａ 

個
人
の
接
種
判
断
の
た
め
の
情
報
提
供
は
重
要
な
観
点

Ｑ 

町
の
今
後
の
財
政
計
画
を
問
う

Ｑ 
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
の
導
入・活
用
の
取
組

Ｑ 

子
育
て
支
援
は
町
民
を
巻
き
込
ん
で

Ｑ 

任
意
接
種
の
積
極
的
周
知
・
情
報
提
供
を

安達種雄　議員

和田裕之　議員

河邉新太郎　議員

家城　功　議員

障害のある方の利便性が向上

ワクチン接種を

どうなる財政計画

文化施設つばき資料館




